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第３章 南阿蘇村の歴史文化の特性 

南阿蘇村は、 北側に中央火口丘群、 南側に外輪山を 有し 、 東から 西に白川が横断し て流れています。 こ

のよう に山々に囲まれるよ う に平野部が広がる などの自然的・ 地理的特徴に大き く 影響を 受けながら 、

本村では特色ある歴史文化が育まれ、 数多く の文化財が現在まで受け継がれています。  

以下、 村内の歴史文化を５ つに分けて整理し ます。  

 
図 3-1 歴史文化の特性関係図 

 
１ 豊富な水源とその活用 

＜概要＞ 

南阿蘇村は「 水の生まれる 郷」 と し て知ら れ、 白川水源など計 11 か所の水源があり ます。 こ れら の水

源は歴史や景観を 形成し 、灌がい用水や簡易水道と し て現在の暮ら し に密接に関わっ ています。また、片

山嘉左衛門が開削し た疏水群は、 農業を支える重要なイ ン フ ラ と し て機能し ています。  

 
＜本文＞ 

南阿蘇村は、「 水の生まれる郷」 と 呼ばれ、白川水源を

はじ め日本名水百選や平成の名水百選に選ばれた計 11

か所の水源を 有し ています。水源地はそれぞれに特色あ

る歴史や景観を形成し ており 、灌がい用水や簡易水道な

ど現在の暮ら し と も 密接にかかわっ ています。 また、 平

坦地が少ない南郷谷において、水田の開発のために片山

嘉左衛門（ 松翁） が開削し た保木下井手を はじ めと する

６ つの疏水群は、地域住民が維持管理を行いながら 村の

農業を支える重要なイ ンフ ラ と し て機能し ています。片

山嘉左衛門（ 松翁） の偉業を 伝える顕彰碑が、 久木野地

区に建立さ れています。   図 3-2 白川水源 
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２ 生業と一体になった草原・森林景観 

＜概要＞ 

火山性土壌である南阿蘇村では土壌の養分が不足し ており 、耕作に利用する肥料（ 草肥） 作り や田畑を

耕す労働力と し ての牛馬を 飼育するための草原があり ます。 現在でも 草原を 野焼するなどの活動により 、

昔から の草原景観が守ら れています。  

 
＜本文＞ 

南阿蘇村は、 阿蘇カ ルデラ 南部の南郷谷

に位置し 、湧水が豊富です。し かし 一方で、

火山性の地質で ある ため土地が痩せて お

り 、 土地を 耕作地と し て利用するためには

草地や放牧地の緑肥を 利用し て 肥料を 作

り 、 土地を 一体的に利用するこ と が必要で

し た。 そう いっ た地質的な条件から 、 耕地

や集落、 里山、 草原などが垂直的につなが

る土地利用構造が生まれ、 生業と 一体と な

っ た草原・ 森林景観を 形成し ています。  

草原は、日本書紀（ 720 年） に「 野は広く

人家なし 」 と あり 、 そのこ ろ 既に広い草原

があっ たこ と が示さ れています。草原は、低

地の集落が野焼き 、採草、放牧と いっ た行為

を 行う こ と によ っ て長年維持さ れており 、

冬季の貯蔵飼料と するための草小積みや、

害虫駆除や土地の保水力の維持など多面的

な機能を 果たす野焼き は季節ごと の風物詩

と なっ ています。  

  

図 3-3 野焼きの様子（白川牧野） 

図 3-4 垂直的につながる土地利用概念図 
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３ 自然災害と人々の関わり 

＜概要＞ 

阿蘇山の噴火は村の歴史に多大な影響を 与え、 長陽地区の水蒸気爆発を 含め、 生活に影響を 及ぼし て

います。 南阿蘇村に住んでいた人々は記念碑を 建てるこ と などにより 、 それら の自然災害の痕跡や記憶

を 後世に継承し ています。  

 
＜本文＞ 

村の北側に位置する 中央火口丘群の中で、

有史以降、最も 古い噴火は中岳火口（ 阿蘇市）

の欽明天皇 14 年( 553 年) です。 長陽地区の烏

帽子岳の中腹にある湯ノ 谷温泉では、 文化 13

年( 1816 年) に小規模な水蒸気爆発が起こ っ て

おり 、 当時の様子は絵図と し て残さ れていま

す。こ のほかにも 、村内最古の遺跡である河陽

F 遺跡には岩屑なだれの痕跡が残さ れており 、

村内の各地で過去の噴火の歴史を 見る こ と が

でき ます。 直近では令和 3 年( 2021 年) に噴火

があり まし た。噴火は現在においても 、農作物

の被害や健康被害など生活に多様な影響を も

たら し ています。  

また、 阿蘇カ ルデラ で唯一の切れ目である

立野火口瀬付近には、 活断層が存在する こ と

から 、カ ルデラ 湖の形成と 断層運動による湖

の消失を 繰り 返し てき たと 考えら れて いま

す。 こ こ には「 健磐龍命の蹴破り 伝説」 があ

り 、 数鹿流ヶ 滝の名称はその神話に由来する

も のであるこ と など、 自然災害と 先人の関わ

り が伺えます。 平成 28 年( 2016 年) の熊本地

震は村内に甚大な被害をも たら し まし たが、

被災建造物や地表地震断層な ど の災害遺構

の一部が保存さ れ、 後世へ伝承する取組が行

われています。  

加えて、 昭和 28 年( 1953 年) に起き た 6・

26 水害では、 死者・ 行方不明者 65 人、 家屋

被害 387 戸と いう 甚大な被害を 受けており 、

村内各地に記念碑が残さ れており 、災害の記

憶を 現在に伝えています。  

  

図 3-5 中岳中央火口丘（火口）       

            阿蘇火山博物館より提供 

図 3-6 水害記念碑（加勢区） 
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４ 阿蘇神話と関わりあう神社・自然・地名 

＜概要＞ 

阿蘇神話には、健磐龍命と 阿蘇都姫命が登場し 、夜峰伝説や健磐龍命が外輪山を蹴破っ た神話があり ま

す。 南阿蘇村には、 その神話に関連する神社や自然、 地名が多く 残っ ています。 また、 こ れら の神話にま

つわる巨石や伝説に登場する場所や言い伝えのある場所も 数多く 存在し ます。  

 
＜本文＞ 

 久木野宮神社は、 健磐龍命・ 阿蘇都姫命を 祭神と し 、 久木野の地名発祥の地と さ れています。 こ れ

は、 長陽地区における夜峰伝説で、 阿蘇都姫命が妊娠し た際、 お産の姿を隠すために一夜で築いたのが

「 夜峰山」 で、 夜峰山が崩れないよう 釘を 打っ たのが現在の久木野宮であると いう 神話に基づく も ので

す。 他にも 現在の「 立野」 の地名が、 健磐龍命が外輪山を 蹴破っ た際に尻餅を つき 「 立てぬ」 と 言っ た

こ と に由来すると いう 神話や、 江戸時代に編さ んさ れた肥後国誌に「 白川乾藪堂と いう と こ ろ に、 阿蘇

大御神の御足跡石がある」 と 記さ れている白水地区の巨石（ 阿蘇大御神足跡石） など、 南阿蘇村の各地

に、 こ う し た阿蘇神話と の関わり が認めら れる場所が多く 残さ れています。  

 
 
 
 
 
 
  

図 3-7 夜峰山 

図 3-8 阿蘇大御神足跡公園（白川区） 
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５ 人々の心を支える神社や石造物 

＜概要＞ 

神社や石造物は、 コ ミ ュ ニティ の中心と し て夏祭り や秋祭り などを 通じ て地域住民を支えています。

石造物は信仰の対象や歴史の証であり 、 熊本地震後も 地域住民により 修復さ れ、 心の拠り 所と し て重要

な役割を 担い続けています。 こ れら の文化財は、 地域の絆を深め、 人々の心に影響を 与えています。  

 
＜本文＞ 

神社は、 現在も コ ミ ュ ニティ の維持に重要な役割を 果たし ています。 夏祭り や秋祭り などの催し を地

域住民主体で続けている神社が多く 、 高齢化や担い手不足の問題に直面し ながら も 、 開催日を変更する

などの工夫を し ながら 綿々と 受け継がれています。  

また、 石造物は、 地蔵尊像を はじ め様々な石仏が各地にあり 人々の信仰を集めているほか、 馬頭観

音、 猿田彦大神や甲斐有雄の道し るべなど、 交通に関わる 石造物が建造さ れており 、 かつて村を 行き か

っ た人々の歴史を 感じ るこ と ができ ます。 加えて、 井手の開削・ 災害の発生・ 圃場整備などを伝える記

念碑や、 過去の偉人を 称える顕彰碑も 多く 残さ れており 、 産業の発展や災害の歴史と と も に教訓や報徳

に導く 大切な情報を今に伝えています。  

熊本地震によ っ て破損し た石造物も 多く あり ますが、 地域住民によ っ て修復・ 再建さ れるなど、 現在

も 人々の心の拠り 所と し て、 またコ ミ ュ ニティ の場と し て重要な役割を 持っ ています。  

 
 

 
 
 

  

図 3-10 猿田彦大神（吉田区） 

図 3-9 卯添阿蘇神社夏祭り（喜多区） 


